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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★ 

みなさん、あけましておめでとうございます。大阪から三浦です。2009年です。本年もよろしくお願いします。今年はみなさんにとって一体どんな年になるのでしょうか。いいことがたくさんあるといいですね。

　日本は昨年の終わりぐらいから暗い話題が続いています。秋の世界的金融危機の発生から、一気に不況風が吹き始め、トヨタ、ホンダ、キャノンといった大手企業がどんどん非正規従業員の首を切り始めました。派遣社員が多いので「派遣切り」とよばれ、この3月までに更に万単位の人の首が切られるとの予想です。これらの人は職だけでなく同時に住居をも失った人も多く、大勢の人が公園などの屋根の無い空間で年を越したそうです。大阪では先日からタクシー強盗が頻発しています。何人かの運転手さんが殺され、わずか1万、2万といった現金が強奪されました。コンビニの強盗なども多発しているようです。日本が安全な国だという妄想は、すでに過去のものです。こういった状況に対し、政府はあまりにも無策です。これといった対策は打ち出されず、定額給付金といった国民一人につき1万2000円といった現金を配る政策を、本気で実行しようとしています。これって本当に効果があるのでしょうか。1万2000円は多いのか少ないのかわかりませんが、国民全てに配るのですから全体では2兆円というとてつもない額になるのだそうです。1万2000円です。もらってうれしいかなあ？　世紀の愚策にならないことを祈るばかりです。野党の民主党も、政府の粗（あら）を糾弾するばかりで、本当に国民のことを考えているかというと、よくわかりません。おそらく政権をとることが第一の目的であろうことはよくわかります。早く総選挙を実施しろとの一点張りです。

　こんな状況でまったく人気がなくなった麻生総理大臣ですが、最近は政治のことだけでなく、漢字の読み間違いでも世間をにぎわせています。「頻繁（ひんぱん）」を「はんざつ」、「未曾有（みぞう）」を「みぞゆう」、「踏襲（とうしゅう）」を「ふしゅう」、「低迷（ていめい）」を「ていまい」と読んだとかで、物笑いの種になっています。やはりことばって大事ですよね。

　で、きょうは、昨年の流行語大賞をご紹介します。
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自由国民社という出版社が毎年出している「現代用語の基礎知識」という本が、その年にもっともはやったことばを選んで日本流行語大賞という賞を作っています。1984年に始まり、昨年で25回目になるそうです。

　2008年の大賞受賞は二つあって「グー！」というのと「アラフォー」というどちらもカタカナのことばです。

　「グー！」というのはお笑い芸人のエド・はるみさんが、自身の芸の中で連発することばで、親指を立てながら「グー！」（Good）といいます。エドさんはパソコンのインストラクターをやりながら女優修行を続け、40近くになってから芸人の道を志した遅咲きの芸人で、フォーマルな出で立ちで両手の親指を突き立て、突然「○○グ～！」と声を上げるギャグは、子供たちの間でもみんながまねして大人気になりました。

　「アラフォー」は女優の天海祐希さん主演のテレビドラマ「Around40」から出たことばです。「アラフォー」は40歳前後という意味で、特に女性の、その年頃の人たちが使ったようです。ここから「アラサー」（30歳前後）「アラフィー」（50歳前後）ということばも使われました。

流行語というのは短命だといわれているようです。上の二つのことばもしばらく立つとあまり使われなくなっていくのでしょうか。そこで、過去の流行語大賞受賞作を振り返って見たいと思います。

1984年の第1回はなんと「オシンドローム」。当時の超人気番組だったNHK「おしん」の世界的人気振りを「タイム」誌上でこう表現したそう。

第5回1988年はソ連のゴルバチョフ政権を象徴した「ペレストロイカ」が選ばれています。まだソビエト健在のころですね。

1993年の第10回は「Jリーグ」。今では日本で大人気のプロサッカー。ワールドカップにも連続して出場していますが、日本にプロサッカーリーグの「Jリーグ」が登場したのはわずか15年前のこの年だったのですね。

第12回（1995年）は「無党派」でした。この年東京都知事に「無党派」の青島幸男、大阪府知事に横山ノックが当選し、「無党派」旋風のさきがけになりました。今はふたりとも故人です。

第18回（2001年）にはあの小泉純一郎氏の「聖域なき改革」が選ばれています。果敢に守旧派に挑んだ姿勢が評価され人気を博しました。しかし当時のやりすぎた改革が今の日本の危機を招いたとして、最近では批判の矛先になっています。

そして前回2007年の第24回は無党派で宮崎県知事に当選し、高い支持率を維持しているそのまんま東こと東国原知事の「どげんかせんといかん」でした。

流行語で過去を振り返るのも面白いですねえ。
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いま外で雪が降っています。わたしのうちは南大阪にあるのでめったに雪は降りません。今日は本当に寒いです。ブラジルはいかがですか。みなさん、風邪などひかぬよう、くれぐれも注意してお過ごしくださいね。では。また。
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